
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第５回の目的＞ 
 前回のひろばから約１年が経過し、新たなメンバーを迎えての開催の

ため、改めて、ひろばが寝屋川市の地域福祉計画に位置付けられた柱の

事業であることや、開催の趣旨を共有しました。今回からは、「次の新

しい地域福祉計画に対し、「ひろばでの意見交換を通じて、提案してい

く」ために、「ひろばでの取組のふりかえりを次にいかせるよう、ニー

ズ調査項目の反映」について考えていくことを加えました。また、ひろ

ばが「もっともっとお互いを知る。つながりをつくる。つながりを大切

にすること。」を意識して進めることが、冒頭に説明され、共通の認識

とされました。その後、各班に配 

置されたコミュニティソーシャル 

ワーカーが促し役となり、まず、 

「私を伝える３つのこと」「自分 

（たち）を支える言葉・メッセー 

ジ」をお題としたグループアイス 

ブレイクを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

＜ひろば参加者としての私・私たち（声の一部）＞ 
 
 
 
 
 

 

 

 

令和元年度 第５回開催状況 
開催日時：令和元年７月 20 日（土）     

午前９時 30 分～午後０時 30 分     

会  場：市立保健福祉センター５階 多目的ホール  

参加人数：2６人                                   

 

参加理由   ・町づくりというのを知ってみたい 

       ・寝屋川市が全国一の“福祉のまち”と言われたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アイスブレイクの様子＞ 

・私を伝える３つのこと、自分（たち）を支える言葉・メッセージ 

こんな役割  ・地域へのフィードバックと人脈づくり 

ができたら   ・人と人とを“ツナグ”ことができたら。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今のところ  ・自分の思うことを発信できている 

こんな感じ  ・地域の活動の様子を知れてきた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こう         ・この場で学んだことを具体的に役立てたい 

ありたい     ・前向きでありたい（地域のことを考えながら） 

・地域の活動の様子を知れてきた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題解決に向けてどう取り組んできたか（声の一部）＞ 
 
 
 
 
 

 

 

 

関係性を深められた？ 

広げられた？ 

・想いを共有して深められた 

・深め、広げられた！気軽に声

かけできるようになったが具

体的な連携・協働までは。。。 

 

 

 次につながるアクションを 

生み出せた？ 

・違う人の意見を聞き、新しい

発見もできたことで、次のひ

ろばでの発言が楽しみの時点

で次につながったと思う。 

 

 

 

課題を共有できか？ 

・それぞれの方（団体・環境・

立場）によって、興味・関

心・課題がそれぞれあうこと

を理解できた。 

 

 

 

 他者や他団体と進めるプロセ 

スに知恵と経験をいかせた？ 

・多少はいかせられました。他

団体の活動を紹介させていた

だいたのですが、もっと伝え

られたらいいなと思います。 
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参加者一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ班 Ｂ班 Ｃ班 Ｄ班 Ｅ班 Ｆ班 

○古賀 裕子 

（公募市民） 

○東口 亜季子 

（NPO法人 芽ばえ） 

○杉本 敢 

（神田校区地域協

働協議会） 

○浅尾 和弘 

（ＣＳＷ） 

 

○新倉 壽夫 

（公募市民） 

○谷口 豊基 

（登録ボランティ

アグループ連絡会） 

○倉田 実央 

（ＣＳＷ） 

○加藤 久貴 

（市職員） 

○今田 英子 

（公募市民） 

○京極 尚人 

（公募市民） 

○佐藤 悦子 

（寝屋川高齢者サ

ポートセンター運

営協議会） 

○塚脇 崇之 

（ＣＳＷ） 

○原本 崇 

（市職員） 

 

○衣川 小夜子 

（点野校区地域協

働協議会） 

○渡辺 康正 

（寝屋川市老人ク

ラブ連合会） 

○杉谷 嘉紀 

（ＣＳＷ） 

○辻 聡太 

（市職員） 

 

○丸山 和子 

（公募市民） 

○奥村 勲 

（寝屋川市障害者団

体協議会） 

○田中 陽大 

（ＣＳＷ） 

○西本 里穂 

（市職員） 

 

○上砂 賢三 

（公募市民） 

○坂尻 八重子 

（公募市民） 

○戸田 正巳 

（楠根校区地域協働

協議会） 

○山羽 克彦 

（寝屋川市民生委員

児童委員協議会） 

○重山 華澄 

（ＣＳＷ） 

 

第５回では、このひろばが寝屋川市地域福祉計画に位置

付いていて、地域福祉を推進していく上で重要であること

を再確認できましたね。また、次期計画の第四次寝屋川市

地域福祉計画策定に当たり、皆さんの経験からの提案を積

極的に出していただき、次回以降のひろばで「ひろばから

の声」としてまとめて、発信していきましょう。 

ファシリテーター：所 めぐみ（関西大学 人間健康学部 人間健康学科 教授） 

 
福祉のまちづくりひろばの概要を御覧いただくには、検索画面

で「寝屋川市 福祉のまちづくりひろば」と入力し、「検索」をク

リックしてください。 

 

問合せ先： 

寝屋川市福祉部福祉総務課 

ＴＥＬ：072-838-0171(直通) 

：  

 

・各班の発表の様子 

 


